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新
政
権
を
踏
ま
え
た
県
政
運
営

問
高
市
新
政
権
は
、
地
域
未
来
戦
略

を
う
た
い
、
経
済
に
重
点
を
置
い
た
取

組
を
進
め
る
。
そ
の
動
き
と
国
内
外
の

動
き
を
と
ら
え
て
、
今
後
の
県
政
運
営

は
。
ま
た
、
歳
入
減
が
予
想
さ
れ
る
令

和
８
年
度
予
算
と
財
政
運
営
に
つ
い
て

問
う
。

答
進
め
る
べ
き
政
策
を
取
捨
選
択
し

な
が
ら
取
り
組
む
。
政
府
の
施
策
を
活

用
し
、
本
県
を
良
く
す
る
。
自
動
車
部

品
、
医
療
関
係
、
農
業
な
ど
の
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
を
応
援
し
て
い
く
。
暫
定
税

率
廃
止
や
基
礎
控
除
引
き
上
げ
に
よ
る

歳
入
減
に
対
す
る
国
の
補
填
の
動
き
を

注
視
し
、
政
府
の
経
済
対
策
・
物
価
高

騰
対
策
の
果
実
を
県
内
で
も
落
と
し
て

い
け
て
、
か
つ
、
人
口
問
題
や
地
方
創

生
に
も
積
極
的
な
予
算
編
成
に
す
る
。
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鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

段
取
り
を
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
本
県
ら
し
さ
で
あ
る
と
思
う
。

県
と
し
て
、
消
防
団
や
防
災
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
始
め
て
い
る
。

問
令
和
の
米
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
地

球
温
暖
化
に
よ
る
米
の
品
質
低
下
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
減
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
米
の
需
要
と
供
給
を
正
確
に
見
通

し
て
生
産
す
る
と
い
う
考
え
に
は
限
界

が
あ
る
。
本
県
の
米
生
産
を
ど
の
よ
う

な
方
針
で
進
め
て
い
く
の
か
。

答
増
産
か
減
産
か
の
議
論
は
あ
る

が
、
２
０
３
０
年
の
生
産
量
８
１
８
万

ト
ン
と
い
う
目
標
が
あ
り
、
増
産
し
て

い
く
と
い
う
計
画
に
変
わ
り
は
な
い
。

価
格
が
高
止
ま
り
し
て
消
費
者
が
離
れ

て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
、
国

全
体
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
生
産

現
場
を
支
え
て
い
く
方
針
だ
と
思
う
。

大
区
画
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
、
育
苗
施

設
の
整
備
を
や
っ
て
い
く
。

問
昭
和
40
～
50
年
代
に
建
て
ら
れ
た

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
選
果
場
、
食
肉
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
梨
の
新
品
種
「
鳥
園
L
」
へ
の
期

待
も
あ
り
、
次
世
代
の
担
い
手
を
確
保

し
、
生
産
量
の
減
少
を
食
い
止
め
る
に

は
、
一
刻
の
猶
予
も
な
い
。
ま
た
、
食

肉
セ
ン
タ
ー
も
、
台
湾
な
ど
高
い
衛
生

基
準
の
国
へ
の
輸
出
に
は
対
応
し
て
お

ら
ず
、速
や
か
に
更
新
す
べ
き
で
あ
る
。

答
選
果
場
の
再
編
に
つ
い
て
議
論
が

始
ま
っ
た
。現
場
と
一
体
感
を
持
っ
て
、

早
く
進
む
よ
う
、
県
も
後
押
し
を
し
て

い
く
。
食
肉
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
３
年

に
部
分
改
修
を
行
っ
た
。
運
営
に
つ
い

て
は
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

問
鳥
取
県
の
拉
致
被
害
者
、
特
定
失

踪
者
の
問
題
は
40
年
以
上
も
未
解
決
で

あ
る
。
早
期
解
決
に
向
け
て
、
県
と
し

て
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
拉
致
問
題
解
決
の
た
め
の
機
運
醸

成
や
帰
国
後
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り

な
ど
を
進
め
て
き
た
が
、
い
ま
だ
解
決

に
至
っ
て
い
な
い
。
解
決
に
向
け
た
集

い
や
、
漫
画
冊
子
を
用
い
た
広
報
活
動

も
行
っ
て
い
る
。啓
発
の
強
化
を
図
る
。

問
気
候
変
動
は
人
間
活
動
が
主
な
要

因
。
令
和
12
年
度
に
地
方
電
力
に
お
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を

60
％
に
す
る
目
標
だ
が
、
達
成
状
況
の

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
現
在
48
％
ま
で
進
ん
で
き
た
。
西

部
で
風
力
発
電
計
画
へ
の
反
対
が
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
元
の
環
境
や
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
。
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
や
屋
根
の
上
で
太
陽

光
発
電
を
す
る
鳥
取
方
式
の
Ｐ
Ｐ
Ａ

は
、
今
後
も
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
。

地
元
の
調
和
的
な
賛
同
が
得
ら
れ
る
中

で
、
可
能
な
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

問
本
県
の
最
重
要
課
題
、
人
口
減
少

問
題
に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を
問
う
。

答
国
の
人
口
戦
略
本
部
の
ほ
か
全
国

と
の
連
携
な
ど
国
全
体
の
枠
組
み
に
呼

応
し
な
が
ら
、
今
後
の
政
策
展
開
を
進

め
て
い
く
。
合
計
特
殊
出
生
率
や
転
出

入
人
口
な
ど
の
分
析
・
活
用
、
移
住
や

U
タ
ー
ン
施
策
の
充
実
の
ほ
か
、
ふ
る

さ
と
住
民
登
録
な
ど
新
し
い
取
組
を
展

開
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も
、
国

の
財
源
補
填
の
動
き
を
よ
く
見
て
い
く
。

問
本
県
の
消
防
団
員
の
充
足
率
は
、

87
％
と
年
々
減
少
、
特
に
過
疎
地
域
で

は
活
動
の
維
持
が
困
難
に
。
防
災
士
取

得
者
は
増
加
し
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
登
録
者
が
17
％
に
留
ま
っ
て
い

る
。
来
年
の
防
災
国
体
を
契
機
に
、
共

助
の
力
を
よ
り
強
固
に
し
、
地
域
活
動

参
加
を
促
す
取
組
が
必
要
で
は
。

答
防
災
国
体
で
全
国
の
方
と
交
流

し
、
我
々
の
防
災
力
を
高
め
た
い
。
イ

ベ
ン
ト
や
県
内
の
防
災
キ
ャ
ン
プ
な
ど

の
話
題
を
県
民
に
提
供
す
る
。
中
部
地

震
の
後
、
県
は
個
別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
支
援
プ
ラ
ン
に
つ
な
い
だ
。
地

域
ご
と
に
要
避
難
者
の
確
認
や
避
難
の

安
心
・
安
全
な
社
会
づ
く
り

持
続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て

人
口
減
少
と
地
域
の
強
靭
化
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令
和
６
年
度
決
算
認
定

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

とっとり県議会だより


